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相模湾とその周辺地域の河川および沿岸域で記録された
注目すべき魚類 5種

山川 宇宙・圷　健人・酒井　卓・三井 翔太・瀬能　宏

Uchu Yamakawa, Taketo Akutsu, Suguru Sakai, Shota Mitsui and 
Hiroshi Senou: Notes on Five Fish Species Recorded from the Rivers 

and Coastal Areas of Sagami Bay and Adjacent Waters, Japan  

 

Abstract.  Five fish species collected from the rivers and coastal areas of Sagami Bay 
and adjacent waters were briefly described to document the effects of a rising trend in 
sea surface temperature in those areas in response to global warming.  Two tropical–
subtropical species, i.e. Monodactylus argenteus and Oxyurichthys visayanus, were newly 
reported from the Kanto area representing the northernmost records for the species.  
A rare tropical–subtropical species, Eleotris acanthopoma, was recorded for the first 
time from the rivers flowing to Tokyo Bay in Kanagawa Prefecture.  The occurrence of 
Plectorhinchus gibbosus in Shimoda represents a new record from Sagami Bay.  A rare 
temperate species, Hippichthys penicillus, was also noted.

は じ め に

　黒潮はフィリピン東方に発し，台湾と与那国島の間を
北上，トカラ海峡を東進して，九州，四国および本州南
部の沿岸を流れる強大な暖流である（松浦編 , 2012）。
その強大な流れにより，魚類を含む多くの海洋生物を南
から北へと輸送しており，その影響を強く受ける本州南
岸の各地においては熱帯性魚類が多く記録されている
（Senou et al., 2006; 松浦編 , 2012）。
　黒潮の東端に近い相模湾とその周辺地域の河川およ
び沿岸域においても，これまでにオニボラ Ellochelon 
vaigiensisやタメトモハゼ Ophieleotris sp. 1，ミナ
ミヒメハゼ Favonigobius reicheiなど数多くの熱帯性
魚類が記録されている（北原 , 2008; 北原ほか , 2012; 
山川・瀬能 , 2016）。このような場所における熱帯性魚
類の生息状況を明らかにすることは，黒潮による魚類の
分散機構の解明や，地球温暖化および海水温の上昇傾向
の影響を把握するために重要であり，著者らはそれらの
観点から魚類相調査を行っている。
　今回，関東地方初記録の魚類 2種と相模湾初記録 1種，
神奈川県内の東京湾流入河川初記録 1種を含む 4種の熱
帯・亜熱帯性魚類を採集することができたのでここに報
告する。また，同地において記録の少ない温帯性の魚類
1種についても併せて報告する。

方 法

　採集調査は，2015年 4月 25日から 2016年 7月 18
日にかけて，相模湾南西部に位置する静岡県下田市の大
浦湾と，東京湾南西部に位置する神奈川県横須賀市の野
島水路，相模湾および東京湾に流入する 3河川で行った：
境川および田越川，鶴見川。
　調査は原則 1～ 2名で，手網（口径 350 mm）を用
いて行った。採集された魚類は原則として神奈川県立生
命の星・地球博物館に持ち帰り，10 %ホルマリン水溶
液で固定し，後日 70 % エタノール水溶液に置換した後，
各部の計測や計数，同定を行った。すべての標本は，同
博物館の標本資料（KPM-NI）として登録した。
　千葉県産のヒメツバメウオMonodactylus argenteus 
1個体については，公益財団法人 海洋生物環境研究所の
小嶋純一氏から寄贈を受け，各部の計測や計数，同定を
行った後，神奈川県立生命の星・地球博物館の標本資料
として登録した。この他，同博物館に収蔵されている写
真資料（KPM-NR）についても適宜調査した。
　各部の計測および計数は中坊・中山（2013）にしたがっ
た。計測はノギスを用いて 10分の 1 mmの精度で行い，
サイズは標準体長で表した。同定は中坊編（2013）に
したがったが，ヒメツバメウオとチチブモドキ Eleotris 
acanthopomaの同定には岡・木下（2014）と明仁親
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王（1967）も用いた。また，本稿で使用した各種の標
準和名および学名と科の配列は，中坊編（2013）にし
たがった。
　なお，本稿における相模湾と東京湾の範囲は Senou 
et al.（2006）にしたがった。

ヨウジウオ科 Family Syngnathidae
ガンテンイシヨウジ

Hippichthys penicillus (Cantor, 1849)
（図 1-A）

　材料：KPM-NI 40747～ 40748，40922，4個体，
111.5～ 151.0 mm，野島水路右岸，神奈川県横須賀
市夏島町，2016年 6月 19日，手網，山川宇宙・三井
翔太採集。
　採集された個体はいずれも躯幹部と尾部の上隆起線が
不連続で，下隆起線が連続であること，各隆起線が円滑

であること，主鰓蓋骨の隆起線が発達していること，吻
背面の中央隆起線は円滑であること，腹部の中央隆起線
はよく発達していること，躯幹部の中央隆起線の後部が
直線状であることから，瀬能（2013）のガンテンイシ
ヨウジの標徴とよく一致した。
　これらの個体は，平潟湾と東京湾の接続水路である野
島水路右岸の干潮時に干出した泥地にできた潮溜まりで
採集した。採集時は干潮の時間帯であり，水温は 24.2 
ºCであった。保全のため，標本にはしていないが，同
所では他に，同日に 12個体，6月 27日に 9個体，7
月 2日に 2個体が採集された。
　本種は，国内では東京湾から種子島の太平洋側沿岸，
石川県，福井県，九州北岸・西岸，瀬戸内海に分布する
（鈴木・片岡 , 1997; 佐藤ほか , 2005; 北原 , 2006; 長野
ほか ,2006; 北原 , 2008; 荒尾 , 2009; 株式会社環境ア
セスメントセンター , 2009; 加藤 , 2009; 瀬能 , 2013; 
辻 , 2013; 和田 , 2013; 石井ほか , 2015; 辻 , 2015; 山

図 1.  A：ガンテンイシヨウジ Hippichthys penicillus, KPM-NI 40747, 体長 151.0 mm, 野島水路 , 神奈川県横須賀市夏島町 , 瀬能 
宏撮影；B：クロコショウダイ Plectorhinchus gibbosus, KPM-NI 39502, 体長 29.5 mm, 大浦湾 , 静岡県下田市 5丁目 , 瀬能 
宏撮影；C：ヒメツバメウオMonodactylus argenteus, KPM-NI 40745, 体長 32.5 mm, 境川 , 神奈川県藤沢市片瀬海岸 , 瀬能 
宏撮影；D：チチブモドキ Eleotris acanthopoma, KPM-NI 38510, 体長 58.1 mm, 鶴見川 , 神奈川県横浜市港北区太尾町 , 瀬能 
宏撮影； E：ミナミサルハゼ Oxyurichthys visayanus, KPM-NI 40856, 体長40.2 mm, 田越川 , 神奈川県逗子市桜山 , 瀬能 宏撮影 .
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川・瀬能 , 2016）。東京湾においては，2014年に東京
都港区のお台場海浜公園で初めて記録され（石井ほか , 
2015），2016年には東京都港区の東京海洋大学品川キャ
ンパス内で採集されている（酒井 , 未発表）。今回採集
された個体のほとんどは，体長が雄の最小成熟体長とさ
れる 100 mm（Dawson, 1985）よりも大きかったこ
とから成魚であると考えられ，また，KPM-NI 40747（1
個体）は育児嚢に卵が付着した雄成魚であったことから，
分布北限の東京湾においても本種の再生産が行われてい
ることが分かった。これには，東京湾内において，本種
の生息に適したアマモ場環境が地域住民や市民団体の活
動により再生してきていること（渡邊・佐々木 , 2013）
や，冬季の水温が上昇していること（八木ほか , 2004）
が関係していると考えられる。

イサキ科 Family Haemulidae
クロコショウダイ

Plectorhinchus gibbosus (Lacepède, 1802)
（図 1-B）

　材料：KPM-NI 39502，1個体，29.5 mm，大浦湾，
静岡県下田市 5丁目，2015年 8月 17日，手網，山川宇宙・
宮嶋優・中泉雄登・桑原ひかる・黒木祥友採集。
　採集された個体は，下顎腹面にひげがないこと，背鰭
基部に前向棘がないこと，下顎正中線に縦長の溝がない
こと，眼の下縁は吻端より上方に位置すること，尾鰭の
斑紋はほぼ一様であり，生時は尾鰭後半部が透明であっ
たこと，背鰭棘数は 14であることから，島田（2013）
にしたがい，クロコショウダイと同定した。
　この個体は筑波大学下田臨海実験センターの前の鍋
田浜で採集されたものである。鍋田浜の底質は砂質で，
東側には小河川が流入している。調査時にはコバンア
ジ Trachinotus bailloniiやマルコバン Trachinotus 
blochii，クロウシノシタ Paraplagusia japonicaなど
も採集された。
　本種は熱帯浅海性の魚類で（中坊 , 2013），国内では
八丈島，千葉県，三重県，和歌山県，高知県，九州南岸，
種子島，屋久島，琉球列島から報告されている（吉野ほ
か , 1975; 四宮・池 , 1992; 石川 , 1997; 鈴木・片岡 , 
1997; Sakai et al., 2001; Senou et al., 2002; 亀田ほ
か , 2005; 松沼ほか , 2009; 千葉県 , 2010; Motomura 
et al., 2010; 鳥居ほか , 2011; 畑ほか , 2012; 島田 , 
2013; 吉郷 , 2014）。また，神奈川県平塚市の平塚新
港では，2013年に本種の幼魚の水中写真（KPM-NR 
148449）が撮影されている。今回の静岡県伊豆半島か
らの記録は，標本に基づく記録としては相模湾初記録で
あると同時に静岡県初記録となる。なお，本種の国内か
らの記録は黒潮の影響を強く受ける地域からであり，黒
潮が本種の分散に深く関わっていると考えられ，今後，
黒潮の影響を受けやすい神奈川県三浦半島などにおいて
も記録される可能性がある。

ヒメツバメウオ科 Family Monodactylidae
ヒメツバメウオ

Monodactylus argenteus (Linnaeus, 1758)
（図 1-C）

　材料：KPM-NI 40745，1個体，32.5 mm，境川河
口域，神奈川県藤沢市片瀬海岸，2016年4月16日，手網，
圷健人採集；KPM-NI 40969，1個体，19.6 mm，川
津港，千葉県勝浦市川津，2015年 8月 9日，手網，瀬
戸熊卓見採集。
　採集された個体は，体が著しく高く側扁していること，
背鰭と臀鰭の軟条部は対称的に上下に広くのびているこ
と，頭部に 2本の狭い黒色横帯があることから，波戸岡
（2013）のヒメツバメウオの標徴とおおむね一致した。
波戸岡（2013）によれば，本種の左右の腹鰭は退化的で，
それぞれごく短い 1棘のみからなるとのことであるが，
上記の 2個体については，まだ左右の腹鰭は退化してい
なかった。岡・木下（2014）では，本種の腹鰭は稚魚
期まではよく発達し，成魚になると退化的になり，1対
の小棘となるとされていることから，上記 2個体の成長
段階は稚魚期であると考えられた。
　採集された個体のうち KPM-NI 40745は境川の片
瀬橋下流右岸に浮いていたベニヤ板の下で採集され，約
2ヶ月間飼育された後，標本登録されたものである。採
集時の体長は約 20 mmであった。また，KPM-NI 
40969は千葉県勝浦市の川津港で瀬戸熊卓見氏により
採集され，小嶋純一氏に寄贈された後，同氏から寄贈を
受け，標本登録されたものである。
　本種は熱帯浅海性の種で（中坊 , 2013），国内で
は和歌山県，高知県，屋久島，沖縄島以南の琉球列
島から報告されている（吉野ほか , 1975; 山本ほか , 
2000; Sakai et al., 2001; トンボと自然を考える会 , 
2008; Motomura et al., 2010; 鳥居ほか , 2011; 波
戸岡 , 2013; 吉郷 , 2014; 高知新聞 , 2016年 8月 24
日付 ; 讀賣新聞 , 2016年 8月 24日付）。また，2008
年に奄美大島で（KPM-NR 97508），2007 年およ
び 2009年に宮崎県で（KPM-NR 71628～ 71632，
92861，92863，97063～ 97065），2009年に高知県
で（KPM-NR 143303），本種の幼魚と思われる個体の
水中写真が撮影されている。今回の神奈川県および千葉
県からの記録は，標本に基づく記録としては本州 2例目
および 3例目の記録であると同時に，本種の北限を大幅
に更新するものである。
　1990年代までは南西諸島のみで記録されていたが（吉
野ほか , 1975），2000年に和歌山県で幼魚が採集され
て以降（山本ほか , 2000），2007年および 2009年に
宮崎県で撮影された幼魚の水中写真があり（KPM-NR 
71628～ 71632，92861，92863，97063～ 97065），
また，2008～ 2009年および 2016年に高知県で幼魚
が水中撮影（KPM-NR 143303），採集され（トンボと
自然を考える会 , 2008; 高知新聞 , 2016年8月24日付 ; 
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讀賣新聞 , 2016年 8月 24日付），2015年と 2016年
には神奈川県と千葉県で幼魚が採集された（本報告）こ
とから，2000年以降，本種の分布が北上していること
が伺える。なお，KPM-NI 40745は 4月に採集されて
おり，熱帯性魚類が相模湾に出現する時期としては非常
に早いが，2016年は 2月中旬から 3月中旬にかけて，
黒潮からの暖水が伊豆諸島北部海域に波及しており（国
立研究開発法人 水産総合研究センター , online），相模
湾にも暖水が波及しやすい傾向にあった。この黒潮から
の暖水波及の影響を受けて，南方の海域から相模湾に分
散してきた個体である可能性が高いと考えられる。

カワアナゴ科 Family Eleotridae
チチブモドキ

Eleotris acanthopoma Bleeker, 1853
（図 1-D）

　材料：KPM-NI 38510，1個体，58.1 mm，鶴見
川下流域，神奈川県横浜市港北区太尾町，2015年 4月
25日，手網，圷健人採集。
　採集された個体は，尾鰭分節軟条が 15本であり，頭
部背面と眼の上縁，前鰓蓋部に感覚管の開孔はないこと，
体が円筒状をなすこと，腹鰭は短く，その先端は臀鰭基
部に達しないこと，頭頂部と鰓蓋上部に鱗があること，
頭頂部の鱗は小さく，背鰭前方鱗は 43枚であり，その
最前鱗は他のものと同等の大きさであること，胸鰭上部
に遊離軟条がないこと，口は大きく，眼の前縁を超える
こと，前鼻管は長く，先端は上唇に達すること，眼下の
孔器列は横列であること，鰓蓋部の上下の孔器列は離れ
ること，眼下横列孔器列数が 6で，4の横列孔器列が縦
列孔器列を横断すること，眼下域に鱗がないことから，
明仁ほか（2013）と明仁親王（1967）にしたがい，チ
チブモドキと同定した。
　この個体は鶴見川の港北水再生センターの温排水が流
出している付近で採集されたものである。採集地点は温
排水の影響で冬季でも水温は約 15 ºCと高い。
　本種は，国内では伊豆諸島，小笠原諸島，房総半島南
東岸から九州南岸の太平洋側沿岸，五島列島，上甑島，
大隅諸島，琉球列島に分布する（明仁親王 , 1967; 吉野
ほか , 1975; 林・石原 , 1985; 長峯 , 1985; 浜口・長峯 , 
1987; 池 , 1990; 池ほか , 1990; 四宮・池 , 1992; 神奈
川県淡水魚増殖試験場 , 1994; 浜口 , 1995; 神奈川県水
産総合研究所内水面試験場 , 1998; 萩原・齋藤 , 1999; 
Sakai et al., 2001; Senou et al., 2002; 勝呂・瀬能 , 
2006; 荒尾ほか , 2007; 荒尾 , 2009; 株式会社環境ア
セスメントセンター , 2009; Motomura et al., 2010; 
鳥居ほか , 2011; 横浜市環境科学研究所 , 2012; 明仁ほ
か , 2013; 岩坪・本村 , 2013; 吉郷 , 2014; 辻 , 2015; 
山川・瀬能 , 2015）。神奈川県内では，酒匂川，相模川，
境川，森戸川（葉山町），前田川，松越川，浦ノ川，江
奈湾流入河川で記録されており（林・石原 , 1985; 浜口・

長峯 , 1987; 神奈川県淡水魚増殖試験場 , 1994; 浜口 , 
1995; 神奈川県水産総合研究所内水面試験場 , 1998; 
萩原・齋藤 , 1999; 勝呂・瀬能 , 2006; 横浜市環境科学
研究所 , 2012; 山川・瀬能 , 2015），また，滑川，松越
川水系竹川，毘沙門湾流入河川でも確認している（山川 , 
未発表）。東京湾流入河川では，千葉県の保田川で記録
されているが（長峯 , 1985），神奈川県側では記録がな
く，今回の記録は神奈川県内の東京湾流入河川では初記
録となる。採集個体は体長が 58.1 mmと成長している
ことや，採集時期が 4月で，採集地点には温排水が流
出していることから，2014年の夏季から秋季に鶴見川
に加入した仔魚が，温排水の影響により水温が高い水域
で成長・越冬したと推測される。県内では他にも酒匂川
や相模川の下水処理場の温排水が流出する付近で熱帯
性魚類が記録された事例があり（山川・瀬能 , 2015; 山
川・瀬能 , 2016），河川に流出する温排水が多くの熱帯
性魚類の冬季における生存に寄与していることが強く
示唆される。

ハゼ科 Family Gobiidae
ミナミサルハゼ

Oxyurichthys visayanus Herre, 1927
（図 1-E）

　材料：KPM-NI 40856，1個体，40.2 mm，田越川
河口域，神奈川県逗子市桜山，2016年 7月 18日，手網，
酒井卓採集。
　採集された個体は，後頭部正中線に皮摺があること，
前鰓蓋部に棘がないこと，頭部正中線上の皮摺は低く，
隆起線状であり，その前端は眼後縁に達しないこと，尾
鰭は尖形で，長く後方に伸びること，体に斜走帯がない
こと，眼上に細長い皮弁はないこと，第 1背鰭前方側面
に鱗がないこと，第 1背鰭は後半部が高くならないこと，
体側後半の暗色横帯は細く，6本であること，鰓条部に
黒色斑があることから，明仁ほか（2013）にしたがい，
ミナミサルハゼと同定した。
　この個体は，田越川の富士見橋直下左岸のカキ殻混じ
りの砂泥底で採集されたものである。採集地点は干潮時
でも海水が流入する。採集時は干潮の時間帯であり，水
温は 28.0 ºCであった。
　本種は熱帯性の魚類で（中坊 , 2013），国内では小
笠原諸島，静岡県，三重県，和歌山県，種子島，屋久
島，口永良部島，琉球列島に分布する（池ほか , 1990; 
四宮・池 , 1992; Sakai et al., 2001; 野元ほか , 2005; 
森口 , 2010; 鳥居ほか , 2011; 明仁ほか , 2013; 吉郷 , 
2014）。また，森口（2010）によれば，千葉県でも本
種が確認されているとのことである。今回の記録は神奈
川県初記録であり，また，標本に基づく記録としては北
限になる。この個体が採集された地点では，カワヨウジ
Hippichthys spiciferやミナミヒメハゼなど他の熱帯
性魚類も多く記録されており（山川・瀬能 , 2016），継
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続的に採集調査を行うことにより，他にも熱帯性魚類が
記録される可能性が高い。
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